
新・津の街探訪 

（第１回）国学者：谷川士清（国史跡 谷川士清旧宅） 

⾕川⼠清（たにがわことすが）、市
⺠としては残念ですが、全国的には
あまりなじみのある名前ではありま
せん。三重県では、知る⼈ぞ知る有
名⼈、町医者でありながら、⽇本初
のあいうえお順の国語辞典をつくっ
た国学者です。現在、⾕川⼠清の旧
宅が改修されて、⼀般公開されてい
ます。たまたま、津⾼ 46 年卒の井ノ
⼝⽒が、４⽉から旧宅の管理⼈の⼀
⼈になられたことをきっかけに、６
⽉末⽇に訪ねました。 

実は、恥ずかしいことですが、そのとき初めて聞いて「反古塚」が
近くの⾕川神社にあることが分かりました。書き損じなど反古ができ
た場合、多くは焼却したりしますが、それを⼤切に埋めることは、そ
うそうないかと思います。⾕川⼠清旧宅で、反故塚の理由を聞くと、
なるほどと思います。⼠清は、晩年の安永 4（1775）年に「反古塚」
（現：市指定史跡）を建てています。これは、後世に⾃分の説が誤っ
て伝わることがないように、これまで⾃分が書いて不⽤になったメモ
や下書き（反古）を埋めたということです。本⼈が詠んだとされてい
る反古塚裏⾯に刻まれている歌は判読が難しいですが、解説が書かれ

た案内板が近くにありました。 
全国で、どれくらい反古塚があるのだろうかと調べてみましたら、ネットで公表されているの

は数件でした。なんと、津市にもうひとつ反古塚がありました。それは芭蕉翁の反古塚です。芭



蕉はだれしも知る有名⼈。江⼾
から伊賀へ帰郷のたびに榊原温
泉を訪れていたようです。芭蕉
が亡くなると間もなく、芭蕉を
敬慕してやまない地元の俳⼈ら
によって、かつて芭蕉がこの地
で俳諧をした際に出た反古を埋
めるため、湯治場の⼀⾓に反古
塚を建てたとされています。明
治後半に県道改修で観⾳堂とと
もに少し移動し、今は榊原町射
⼭神社境内に移転しています。 

――――――― 
パソコンが急速に普及したいま、⼿書きをすることは少なくなりました。電⼦機器では草稿か

ら原稿を完成させる過程は、ふつうの場合は残りません。しかし、反古にした草稿のなかには、
書き換えた原稿より良いものも少なからずあります。複数⼈で原稿を作り編集していく場合は、
変更履歴を電⼦的に残すことはしていますが、常ではありません。ところが誤解を⽣む情報がネ
ット拡散すると反古にもできず、いつまでもネットの中を漂い、時には、犯罪に巻き込まれるイ
ヤな時代です。ネットの中で、だれにも⾒られない反古塚が欲しいと思う⼈が多いのではないで
しょうか。 
――――――― 
 現存している「反古塚」は後世の関係者
や地域の⼈が建てたケースが多いなか、⼠
清⾃⾝が反古塚を建てています。⾃分で建
てたのは⼠清だけではないでしょうか。後
世に⾃分の説が誤って伝わることがないよ
うにするなら証拠を残さないのが⼀般的、
特に、当時、国の体制などの批判であった
とするなら、危険なこともあり抹消します
よ。しかし⼀⽅で、⾃分の説は「正しい」
と信念を持ちながら公表に躊躇、ある意味
「こだわり」があって、いつかは⾒て欲しいと思い「保護塚」にしたかった
のかも分かりません。こだわりが強くなければ⽇本を代表する学者にはな
れなかったかも。⼠清ってどんな⼈だったのでしょうか。江⼾時代を代表す
る本居宣⻑と並び称される国学者です。津では、⼠清をモチーフにした和菓
⼦「ことすが」が⼋町のムッシュコウノヤで古くから販売されています。ま
た、旧宅のほぼ隣の⼤岡屋にも「ことすがまんじゅう」があります。「こと
すがまんじゅう」は、安くてあっさりした温泉まんじゅう⾵味でおいしいです。知ってましたか？ 



⼠清は、宝永 6 年（1709）⼋町で町医を営む⾕川義章の⻑男として⽣まれました。幼い頃から
家業を継ぐため幅広く勉学に励み、宗家福井丹波守により医師免許を受け、享保 20 年（1735）8 
⽉に津に帰郷しました。医者の号を「養順」、号を「淡斎」と称して町医者として地域・近郊の⼈々
から信頼を受けていました。旧宅の⽞関を⼊ると、今は右⼿に受付があります。この奥が診察室
だったそうです。医業のかたわら、家塾「洞津⾕川塾」を開き、また近隣に「森陰社」（振々霊社）
という道場を設け、多くの⼈々を教えたと伝えられています。 

⼠清の著書として、⽇本書紀の注釈書「⽇本書紀通証」（全 35 巻：宝暦元（1751）年）があり
ます。特に第 1 巻附録の「和語通⾳」は動詞の活⽤図表で本居宣⻑
はその学識にうたれたそうです。そして、わが国最初の「いろは順」
でなく「あいうえお順」の国語辞典、「和訓栞」（全 93 巻）をまとめ
たことが挙げられます。実際は初めの２⽂字が 50 ⾳順となってい
ますが、３⽂字以降はやや不揃いとの話でした。⼀部分に漢字（⼦、
井）が使われているのも興味深いです。確かに、⼿書きで整理する
のは⼤変だと思います。いまは、エクセルのソート機能で簡単に並
び変わるのですが、当時、そのようなツールはありません。特に終
盤に近づけば近づくほど、⾔葉を⼀つ追加するとなると、いやにな
ったのではないでしょうか。ミスもできない集中⼒、神業です。こ
れらの資料は奥右⼿の座敷に展⽰されています。しかも、すべて「本
物」です。ぜひ、⼠清旧宅を訪ね、その⽬でご覧ください。 



 
⾕川⼠清⽣誕 300 年記念事業 
https://www.info.city.tsu.mie.jp/www/contents/1001000011148/simple/20505.pdf 
https://muse-tsuchity.sakura.ne.jp/tanikawa.html 
 
 
津市：⾕川⼠清旧宅施設案内 
https://www.info.city.tsu.mie.jp/www/contents/1001000011073/index.html 
 
観光三重 
https://www.kankomie.or.jp/spot/detail_4682.html 
 
⽂：⽩井靖敏、井ノ⼝岳彦、古川孝⼦ 

 
問い合わせ：教委⽣涯学習課 電話番号 059-229-3251 
開館時間：9 時から 17 時まで（⼊館は 16 時まで） 
休館⽇：⽉曜⽇、国⺠の祝⽇の翌⽇、年末年始（12 ⽉28 ⽇から 1 ⽉3 ⽇まで） 
⼊場料：無料 
駐⾞場：なし。近隣の公共施設を案内 
所在地：津市⼋町三丁⽬9-18 近鉄津新町駅より 1.4 キロメートル 
津⾼前より北へ 400 メートル(津⾼旧寮跡地からすぐ) 
 
 
 


